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【要約】

２０１１年より、山形県河北町でイタリア野菜を生産するプロジェクトが始まった。
２０１３年４月には、１２人の会員で企業組合かほくイタリア野菜研究会を設立し、本格
的にイタリア野菜の販売を開始した。河北町商工会に事務局を置くなど、農業者と商工会
が連携して取り組んでいる。販売戦略として、市場出荷よりも飲食店への販売を重視し、
すでに飲食店から一定の評価を得ている。コロナ禍前の２０１９年のイタリア野菜販売額
は１５００万円を超えていた。栽培経験のないイタリア野菜の生産は農業者にとって大き
なチャレンジであったが、栽培マニュアルを確立して、現在の生産者１６人が同品質のイ
タリア野菜を作れるような生産体制を整え、研究会の出荷体制や営業活動によって、イタ
リア野菜の国内におけるブランド産地としての地位を確立している。

調査・報告

かほくイタリア野菜研究会が取り組んだ
イタリア野菜の産地ブランド化

1　調査の目的

農産物の産地ブランド化に取り組む際
に、近年は、マーケットインの視点と言わ
れるように、売り先を考えた上での取り組
みが求められている。山形県河北町におけ
る企業組合かほくイタリア野菜研究会（以
下「かほくイタリア野菜研究会」という）
の取り組みは、これまで市場流通していな
かったイタリア野菜を売り先である飲食店
の要望に合わせて栽培して販売するとい
う、まさにマーケットインの視点で進めら
れてきたものである。その取り組みの仕掛
け人である河北町商工会の商工振興課長の
芦埜貴之氏、生産者でありかほくイタリア
野菜研究会理事長の牧野聡氏、研究会事務
局長の佐藤淳也氏に、河北町におけるイタ
リア野菜の産地ブランド化のこれまでの取
り組みについて話を伺った。

2　かほくイタリア野菜研究会の設立経緯

河北町商工会の職員であった芦埜氏（写
真１）は、２００８年のリーマンショック
の影響から廃業する町の商工業者が増加
し、商工会の会員数が激減していることに
危機感を持っていた。そこで、２０１０年
に、河北町の郷土料理である「冷たい肉そ
ば」で町おこしをしようと、「冷たい肉そば」
の具材に使うねぎを栽培する農家とのつな
がりを持つようになった。当時、農商工連
携や６次産業化の取り組みが政策の後押し
もあり進められつつあった。河北町商工会
でも、商工会と農協の青年部同士の交流を
図る取り組みを行っており、農業者にとっ
てはビジネス感覚を養う機会となり、商工
業者にとっては地元の農産物への理解を深
める機会となっていた。そのような中、芦
埜氏は、農業者にも商工会会員になっても
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らいたいという思いも抱くようになって
いった。６次産業化の取り組みはある程度
の規模を持った農業者でないと難しい。農
業者には生産に注力してもらい、商工会の
方で販売を支援することもできるのではな
いかと考えるようになった。最初に取り掛
かったのは、大豆の秘伝豆という品種を
使った農商工連携の取り組みであったが、
寒河江市、河北町、大江町、朝日町、西川
町を管内とするさがえ西村山農業協同組合
が主体となって秘伝豆の産地ブランド化を
進めており、河北町商工会だけと連携する
のは難しいということで、あまり推進する
ことはできなかった。
そのような頃、農業者と商工業者の交流
会を、近隣市町村のイタリア料理店で実施
した際に、店の片隅で栽培されていたトレ
ヴィーゾ（注１）というイタリア野菜に出会っ
た。店のシェフによると、国内にトレヴィー
ゾを生産してくれる農業者がおらず、イタ
リアから空輸で仕入れようとしても料金も
高く、鮮度も落ちるので自分で生産してい
るということであった。早速、ウェブで検
索してみたところ、トレヴィーゾは
６０００円/kgという高単価で販売されて
いる状況を知った。トレヴィーゾは冬の野
菜である。山形の冬場は農閑期で、農業者
も近隣にある山形空港の除雪や飲食店のア
ルバイトなどをしている状況であった。冬
場に単価の高い農産物の販売があれば、農
業者の収入になってよいのではないかとひ
らめいた。

（注１）�かほくイタリア野菜研究会で取り扱ってい
るトレヴィーゾ・タルディーボは、イタリ
ア野菜のラディッキオの中でもランクが高
いトレヴィーゾの晩生種である。詳細は４８
ページ　図３「2021年の年間栽培計画表の
１ページ目」のトレヴィーゾ・タルディー
ボを参照。

芦埜氏の行動は早く、２０１１年３月に
かほくイタリア野菜プロジェクトを始動
し、２０１１年６月から４人の農業者によ
る試験栽培を開始している。２０１２年５
月に会員を募集し、１２人でかほくイタリ
ア野菜研究会が設立された。２０１３年４
月には、これまで任意組織であった会を企
業組合かほくイタリア野菜研究会として設
立して、本格的に販売を開始した。これま
で栽培したことのなかったトレヴィーゾ
が、３年目からようやく販売できるように
なったのである。あくまで農業者を主体と
した組織にこだわり、企業組合かほくイタ
リア野菜研究会の理事長となったのは、芦
埜氏の同級生で旧知の仲であった農業者、
牧野聡氏（写真２）であった。
牧野氏によると、河北町の農業は、米と

果樹の複合経営が多く、それぞれの生産活
動があるので、生産を共同で行う組織とい
うよりは、販売の部分を共同で行う組織と
いうことで、企業組合を設立したそうであ
る。この企業組合という発想は、農業関係
者だけの集まりでは思いつき難い発想で、
商工会が関わっていたことによる効果と思
われる。

写真１　�河北町商工会�商工振興課長（か
ほくイタリア野菜研究会�統括マ
ネージャー）　芦埜貴之氏
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3　かほくイタリア野菜研究会の生産体制

かほくイタリア野菜研究会では、
２０２１年において生産者１６人が９６品
目もの野菜を生産している。飲食店が欲し
いと思うものを生産することを基本として
いるため、結果として多品目生産になって
いる。多様なイタリア野菜の品目を生産し
ていることが産地の強みで、さまざまなイ
タリア野菜を少量ずつ利用したいという飲
食店の需要に対応している。最初の頃は、
栽培方法が分からないものも多く、ウェブ
検索でイタリアの生産者が栽培している動
画を探して、見よう見まねで栽培試験をし
て、栽培方法を確立させてきた。現在は、
かほくイタリア野菜研究会独自の栽培およ
び出荷マニュアルを品目ごとに作成してお
り、何かあれば毎年修正を重ね、これが研
究会の貴重な財産となっている。特に、理
事長の牧野氏は、飲食店から要望のあった
新しい品目を露地栽培やハウス栽培、潅

かんすい

水
や遮光ネット利用など、さまざまな方法で
栽培試験をしながら作付けし、栽培および
出荷マニュアルの作成に尽力してきた（写
真３）。新規で栽培を開始したメンバーが

いる場合は、この栽培および出荷マニュア
ルを見てもらうと共に、目揃え会の実施や
生産者同士の圃

ほじょう

場巡回で情報交換を行うな
ど研
けんさん

鑽し、研究会としての生産レベルを高
め合っている。

写真３　�露地栽培やハウス栽培など、さま
ざまな栽培を実践している牧野聡
氏のイタリア野菜圃場

栽培および出荷マニュアルは牧野氏が中
心になって作成しているが、料理人でイタ
リア野菜の生産者である副理事長の生稲洋
平氏の役割も欠かせない。東京都内のイタ
リア料理店に６年間勤務していた経歴を生
かし、月１回の定例会議の際に、かほくイ
タリア野菜研究会のメンバーにイタリア野
菜を使った料理を作って、食べさせてくれ
たそうである。牧野氏にとっては、これま
で食経験がほとんどなく、生で食べると苦
くて食べられないと思っていた野菜であっ
たが、煮たり焼いたりすると美味しくなる
ことを知った。自分が作った野菜がどのよ
うに調理されるのかということを知ること
で、生産において注意すべき点や出荷形態
などもよく理解できるようになったとい
う。このように、これまでに出荷経験のな
い野菜なので、出荷規格は飲食店の料理人
の要望を聞きながら決めていった。

写真２　�かほくイタリア野菜研究会�
理事長　牧野聡氏
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かほくイタリア野菜研究会の生産者１６
人のうち、１２人は河北町内で、他３人が
山形市、１人が西川町でそれぞれ生産を
行っている。市町村や農協とはまた別組織
なので、河北町内のみに縛られることなく、
生産者を確保している。それぞれの生産者
が規模拡大を図りながら生産量を増やして
きたが、その規模拡大にも限界があること
から、河北町商工会内のかほくイタリア野
菜研究会の集出荷場に持ち込むことのでき
る距離であれば、集荷範囲を広げている。
その結果、河北町よりも少し寒い西川町の
生産者の存在によって、出荷日をずらすこ
とができ、研究会としての出荷期間を延ば
すことにもなっている。飲食店でのコース
メニューなどは、１カ月単位で決めている
場合が多い。少なくとも同じ野菜を研究会
内で１カ月リレー出荷できれば、その飲食
店のコースメニューの需要に応えることが
できる。
牧野氏の経営は、水稲と転作大豆
２３.５ヘクタール、おうとう（さくらんぼ）

０. ４ヘクタール、野菜１. １ヘクタールの
合計２５ヘクタールである。水稲とおうと
うを基軸に、イタリア野菜を組み合わせた
経営である。水稲の中でも、酒米生産に力
を入れており、県知事賞などの受賞歴もあ
る。イタリア野菜はおうとうの収穫後に
播
はしゅ

種をすればよいので、労働力のバランス
としてもよいという。コロナ禍前の
２０１９年におけるかほくイタリア野菜研
究会の月別販売額を見ると、冬場の販売額
が高く、冬場の労働および収入確保につな
がっている（図１）。牧野氏のように、ほ
とんどの生産者がイタリア野菜のみではな
く、水稲や果樹などを合わせて生産してい
る場合が多い。イタリア野菜専作の生産者
も1人はおり、イタリア野菜生産のみで年
間４００万円の販売額になっている。
ただし、飲食店としては、季節問わずに

営業しているので、水稲や果樹の作業で忙
しい春先においても安定供給が求められ、
これはかほくイタリア野菜研究会としての
今後の課題かもしれない。

図１　かほくイタリア野菜研究会のイタリア野菜月別販売額（２０１９年）
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資料：企業組合かほくイタリア野菜研究会の資料より
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写真４　�かほくイタリア野菜研究会�
事務局長　佐藤淳也氏

写真５　�トレヴィーゾをあしらったかほくイタ
リア野菜研究会のマークを付けて販売。�
写真左はローザビアンカ、右はスイス
チャード。

4　かほくイタリア野菜研究会の出荷体制

かほくイタリア野菜研究会の事務局は、
河北町商工会内にあり、正社員２人と出荷
作業を中心に行うパート２人の体制で業務
を行っている。正社員で事務局長の佐藤淳
也氏は、２０１３年の研究会設立時から勤
務している（写真４）。
飲食店との取引では、生産者からの出荷
予定を事務局で取りまとめ、翌週の出荷予
定リストを毎週金曜日に、取引のある飲食
店に対して、ファクスや電子メールなどで
配信して注文を取り、主に水曜日と金曜日
の週２回発送している。出荷先の飲食店指
定のグラム数に袋詰めして、段ボールに入
れて出荷している。イタリア野菜の特徴と
して、形やサイズが揃わないなどの課題も
あるが、飲食店はそのような特徴を理解し
て取引してくれている。県外卸会社を通し
た百貨店との取引も多く、百貨店へは１カ
月先の出荷予定リストを送って注文を受け
る。県内外卸会社への出荷作業は、飲食店
への出荷を行う水曜日と金曜日以外に集中
させて実施しているが、忙しい時期には、月

曜日から金曜日までの週５回出荷している。
県外への配送は、配送料を出荷先負担で
運送会社を利用して実施している。県内へ
の配送は、県内の業務用食品卸の和光食材
株式会社と提携しており、飲食店への配送
および代金回収も含めて委託している。県
内への配送料はかほくイタリア野菜研究会
で負担している。和光食材株式会社に飲食
店からの代金回収も委託することで、研究
会事務局の業務負担はかなり削減されてい
る。
基本的に生産者は河北町中心部の河北町
商工会内の集出荷場に、研究会事務局から
出荷依頼のあった生産物を持ってくればよ
く、その後の出荷作業や飲食店からの受注
は全て研究会事務局が実施している。集出
荷場には予冷庫も完備されている。生産者
は販売額の３０%を販売手数料として研究
会から引かれるが、手数料の高さを問題に
する生産者はいない。また、ブランド管理
の徹底として、かほくイタリア野菜研究会
の名前を付けての販売は、研究会を通した
販売と地元農協の直売所のみに限定してい
る（写真５）。
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図２　かほくイタリア野菜研究会のイタリア野菜販売額の推移

資料：企業組合かほくイタリア野菜研究会の資料より
　注：２０２１年の数値は、１月１日から１１月１５日までの数値である。

かほくイタリア野菜研究会のイタリア野
菜販売額を見ると、コロナ禍前の２０１９
年までは１５００万円を超え、順調に伸び
ていた（図２）。首都圏を中心とした県外
卸会社、県外飲食店への販売額が大きかっ
たが、コロナ禍を受け、２０２０年、
２０２１年は県外への販売が落ち込んでい
る。その対策として、２０２０年から県内
卸会社を通じた県内食品スーパーへの出荷
も始めている。その数値が伸びているため、
県内飲食店への販売額が減っても、県内へ
の販売額は２０２１年で４００万円を超え
るなどコロナ禍前の水準以上となってい
る。また、コロナ禍でも個人販売は伸びて
いる。これは、週１回、河北町内での移動
販売を始めたことやイタリア料理をする家

庭への販売が増えたことによる。移動販売
は、正社員で事務局員の山崎昭子氏が実施
しており、料理の仕方なども説明しながら
販売しているので、食経験の少ないイタリ
ア野菜でもよく売れているそうである。
かほくイタリア野菜研究会のホームペー
ジには、どの月にどのような野菜が出荷で
きるかが分かる９６品目の２０２１年度栽
培計画を載せている（図３）。それらを見
て注文が入ることもある。首都圏には、毎
年、河北町を訪問するかほくイタリア野菜
研究会のファンクラブのようなグループも
ある。料理人や野菜ソムリエなどの応援団
も多数いるため、飲食店への販売が落ち込
んでも、そのような人々からの注文が増え
ているという。
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5　かほくイタリア野菜研究会の営業活動

かほくイタリア野菜研究会は、創成期に
芦埜氏を中心にイタリア料理店の有名シェ
フとコラボレーションした企画を実施し、
国内におけるイタリア野菜のブランド産地
という地位を確立していった。東京都銀座
のイタリア料理店「ラ・ベットラ・ダ・オ
チアイ」のオーナーシェフである落合務氏、
東京都南青山のイタリア料理店「Ris-
torante ACQUA PAZZA」のオーナー
シェフである日髙良実氏、山形県鶴岡市の
イタリア料理店「アル・ケッチァーノ」の
オーナーシェフである奥田政行氏などとも
交流があり、メディアを使ったＰＲ戦略が
功を奏している。百貨店では伊勢丹新宿店
とも取引があり、これは品質に対するお墨
付きを得る効果もあったと思われる。それ
以外にも、野菜ソムリエやイタリア料理・
食文化研究家などとも交流があり、多くの
応援団がかほくイタリア野菜研究会の生産
物の良さを発信してくれている。

芦埜氏の営業活動に加え、理事長の牧野
氏も、東京出張の際に飲食店で食事をする
機会があるときなどは、お土産にイタリア
野菜を持っていき、料理人とはよく話をす
るという。料理人から圃場見学をしたいと
言われることも多く、東京から料理人を呼
んだ圃場見学会などを頻繁に実施してい
る。東京から来てもらった際には、イタリ
ア野菜だけでなく、地域のさまざまな農産
物や農産加工品、日本酒なども飲食しても
らい、河北町全体を売り出すことを意識し
ているそうである。

かほくイタリア野菜研究会の創成期に尽
力した芦埜氏は、現在は河北町商工会の商
工振興課課長となっている。かほくイタリ

ア野菜研究会の統括マネージャーの立場で
はあるが、かほくイタリア野菜研究会の営
業担当は、事務局長の佐藤氏に受け継がれ
ている。出荷先の飲食店などに営業に行く
際には、なるべく生産者も連れて行くよう
にしているという。それは、生産者からの

「私が責任をもって生産します」という一
言が、出荷先からの信頼を得る基本である
という思いと、生産者にも出荷先を見せ、
責任を持って生産活動に従事してもらいた
いとの思いからである。生産者を交代で連
れて行き、年1回は全ての生産者に出荷先
の現場を見てもらうようにしているそうで
ある。

昨今のコロナ禍は、飲食店への販売を重
視していたかほくイタリア野菜研究会の考
え方を切り替えざるを得なくし、これから
は「一般消費者にイタリア野菜をどう届け
るか」ということ重視しなければならない
と考えている。移動販売の開始や食品スー
パーへの営業はまさにその対応である。食
品スーパーなどの量販店への販売は百貨店
などとは違い、販売時の単価は安いが、そ
れなりの量の注文が入るので、これからは
重視していくという。

かほくイタリア野菜研究会の販売方法と
して、飲食店や食品スーパーとの契約栽培
は実施していない。契約栽培の場合、播種
前に契約数量や販売価格が決まり、一定の
販売額を確保することができるという安心
感があるが、不作時の対応として契約数量
以上の過剰作付けなどを行う場合も多い。
同研究会では契約栽培にはしていないの
で、過剰作付けなどは実施していないが、
前年の需要量を見ながら、毎年２月頃に当
年の栽培計画を決定している。

近年では、東京オリンピック・パラリン
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ピックの選手村への出荷を目指し、GAP�
（注２）部会を作り、２０１９年に７人の生産
者で山形県版GAP第三者認証を取得して
いる。実際に選手村に出荷することができ
たが、それ以外でも、百貨店や量販店から
の評判はよく、GAPを取得したことによっ
て注文が増え、生産者のレベルも上がった
と感じているという。

（注２）�GAPとはGood�Agricultural�Practicesの
略。食品安全、環境保全、労働安全などの
持続可能性を確保するための農業生産工程
管理の認証制度。

6　�かほくイタリア野菜研究会の今後の展開

河北町商工会は２０１９年１月、東京都
世田谷区三軒茶屋に町のアンテナショップ
「かほくらし」を立ち上げた。イタリア野
菜をきっかけに、河北町のさまざまな商品
を、首都圏を販路として拡大していこうと
いう思いで芦埜氏らが中心になって立ち上
げた。アンテナショップは、かほくイタリ
ア野菜研究会にとっても、東京の営業拠点
になっている。アンテナショップでかほく
イタリア野菜を見かけたことをきっかけ
に、新規の飲食店への販売や香港への輸出
にも繋がっている。そのアンテナショップ
は、２０２１年４月に立ち上げられた河北
町の地域商社「かほくらし社」によってリ
ニューアルされ、１階で河北町の食材や総
菜などの商品を販売し、２階のレストラン
で河北町の食材を使った料理を提供してい
る。販売や調理される食材の中心には、か
ほくイタリア野菜研究会からのイタリア野
菜が位置付けられている。芦埜氏は現在、

地域商社のマネージャーにも就任してお
り、地域商社の今後実施していきたい取り
組みとして、山形県内のイタリアンジェ
ラート店から要望のあったアーモンドや
ヘーゼルナッツの栽培とその加工、イタリ
ア料理に欠かせないワインのための醸造用
ブドウの栽培とワイナリーの建設など、地
域の農業者と商工業者が連携した企画を熱
く語っていた。河北町商工会は、これらの
取り組みが認められ、全国商工会連合会が
顕著な事業実践のあった商工会を顕彰する
２０２１年度の「２１世紀商工会グランプ
リ」で山形県勢初のグランプリに輝いた。
かほくイタリア野菜研究会の取り組み

は、農産物の生産販売でありながら、商工
会が関わったというところに特徴があっ
た。これまで紹介した販売戦略をとること
ができたのは、地域経済を活性化させるた
めには、商工会というさまざまな業種と関
係を持つ組織が、農産物の生産販売に力を
入れることが必要だ、と思い至ったからで
あろう。町の特産品を販売する地域商社を
設立したり、町のアンテナショップを東京
都内に立ち上げたりと、県ではなく町レベ
ルで実施しているところに先見の明を感
じ、今後の展開がますます楽しみである。

最後に、お忙しい折に、本調査にご協力
いただいた企業組合かほくイタリア野菜研
究会の統括マネージャーであり、河北町商
工会の商工振興課長の芦埜貴之氏、かほく
イタリア野菜の生産者であり、研究会理事
長の牧野聡氏、研究会事務局長の佐藤淳也
氏他、関係者の皆様に感謝申し上げます。


